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《
論
文
》彫

刻
家
新
海
竹
太
郎
の
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
銅
像
と
天
鏡
閣

磯
　
鰭
　
康
　
彦

〔
要
量

　
新
海
竹
太
郎
（
｝
八
六
八
一
一
九
二
七
）
は
、
出
形
市
愚
身
の
彫
離
家
で
あ
る
．
近
衛
騎
兵
大
隊
入
営
中
、
好
評
と
な
っ
た
馬
の
木
彫
を
か
わ
き
む
に
、
彫

離
家
の
道
を
歩
み
は
む
め
た
、
後
藤
貞
行
か
ら
彫
灘
の
教
え
を
受
け
、
か
つ
ベ
ル
華
ン
の
ヘ
ル
テ
ル
の
も
と
で
西
洋
彫
灘
を
学
び
と
鞍
帰
国
し
た
。
蝦
蟹
後
、

発
表
し
た
「
ゆ
あ
み
」
は
、
竹
太
郎
の
代
表
作
と
さ
れ
る
．
こ
の
作
贔
以
外
に
、
一
連
の
軍
人
騎
馬
像
は
、
竹
太
郎
の
真
骨
頂
と
し
た
彫
灘
群
で
あ
っ
た
．
本

祭
猪
苗
代
町
に
あ
る
有
態
綴
宮
威
仁
幾
王
像
は
、
海
軍
正
装
姿
で
、
天
鏡
閣
庭
園
の
柱
上
に
立
つ
。
か
つ
て
海
軍
参
考
館
蕊
に
立
ち
、
天
鏡
麟
へ
移
設
再
建
さ

れ
た
竹
太
郎
の
彫
灘
で
あ
っ
た
．

［
キ
糎
ワ
ー
鯵
儲
　
新
潟
権
太
郎
　
大
鐘
閣
　
騎
馬
像
　
縫
代
彫
鑓
更
　
有
極
綴
富
威
仁
親
芝

新
海
竹
太
郎
の
彫
刻
家
と
し
て
の
位
置

　
新
海
竹
太
郎
は
、
明
治
・
大
正
窺
に
活
躍
し
た
彫
刻
家
で
あ
る
。
活
躍
し
た
わ
む
に
は
、
高

村
光
太
郎
や
荻
原
守
衛
ら
と
比
べ
る
と
、
知
名
度
が
低
い
．
美
徳
よ
む
近
代
文
学
の
醗
究
者
に

知
ら
れ
た
彫
刻
家
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
近
代
文
学
の
両
雄
、
夏
目
漱
石
と
森
鶏
鉾
の

デ
ス
マ
ス
ク
は
、
竹
太
郎
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
漱
石
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
二
縫
九
欝
に
死
亡
し
た
。
臨
終
に
立
ち
あ
っ
た
森
田
草

平
か
ら
儀
頼
さ
れ
た
竹
太
郎
は
、
十
二
月
九
段
の
深
夜
、
漱
石
の
石
膏
雌
型
を
と
む
終
え
た
。

一
方
、
鶏
外
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
七
月
九
目
に
飽
馨
し
た
。
夫
人
か
ら
の
願
望
に
よ

り
、
竹
太
郎
は
、
七
月
九
騒
昼
頃
に
石
膏
雌
型
を
と
っ
た
。

　
デ
ス
マ
ス
ク
は
、
石
膏
・
蝋
・
寒
天
な
ど
の
材
質
を
顔
面
に
あ
て
て
型
ど
修
す
る
。
材
質
が

國
ま
る
と
、
顔
か
ら
は
ず
し
て
雌
型
と
す
る
．
雌
型
に
石
膏
な
ど
の
材
質
を
流
し
入
れ
て
型
を

ぬ
き
、
で
き
上
が
っ
た
像
が
デ
ス
マ
ス
ク
で
あ
る
。
デ
ス
マ
ス
ク
の
鵠
作
に
は
、
頭
部
の
左
右

颪
灘
に
一
人
ず
つ
い
た
方
が
よ
い
か
ら
、
二
名
の
懸
作
者
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
漱
石

の
場
合
は
、
竹
太
郎
と
石
膏
緬
の
宮
島
一
の
二
名
で
磨
む
、
鶏
外
の
場
合
は
、
竹
太
郎
と
息
子

の
新
海
竹
蔵
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
近
代
美
術
の
講
究
者
に
知
ら
れ
た
竹
太
郎
の
彫
刻
は
、
「
ゆ
あ
み
」
（
園
主
）
で
あ
ろ

う
。
「
ゆ
あ
み
」
は
明
治
懸
十
年
（
一
九
〇
七
）
、
第
一
回
文
展
に
出
品
さ
れ
た
、
第
一
羅
文
展

肇．籍海牲太郎　ゆあみ　ブ臼ンズ

は
、
第
一
部
銭
本
画
、
第
二

部
西
洋
画
、
第
三
部
彫
刻
か

ら
な
っ
た
。
彫
塑
の
審
査
委

員
は
、
東
京
美
術
学
校
木
彫

科
か
ら
高
村
光
雲
・
石
燐
光

萌
・
竹
内
久
一
、
属
校
塑
造

科
か
ら
長
沼
守
敬
・
白
井
雨

露
、
太
平
洋
面
会
か
ら
新
海

竹
太
郎
、
羅
本
美
術
院
か
ら

新
納
忠
之
介
、
工
部
美
術
学

（一

j



（
二
）
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校
系
列
か
ら
大
熊
氏
広
で
あ
っ
た
。
彫
刻
部
の
出
贔
は
十
九
点
で
、
こ
の
と
き
竹
太
郎
は
、
「
ゆ

あ
み
」
と
「
露
営
」
を
鐵
吊
し
た
。

　
「
ゆ
あ
み
」
は
、
〈
ゆ
あ
み
〉
と
澱
ま
れ
た
高
さ
九
〇
セ
ン
チ
の
台
座
に
立
ち
、
石
膏
で
つ
く

ら
れ
た
一
九
〇
セ
ン
チ
あ
ま
鯵
の
女
権
像
で
あ
っ
た
。
今
織
よ
く
目
に
す
る
の
は
、
こ
の
原
像

で
な
く
、
こ
れ
か
ら
鋳
造
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
磨
る
。
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
は
、
台
座
が
省
略
さ

れ
て
い
る
。

　
「
ゆ
あ
み
」
は
、
ほ
ぼ
垂
直
の
立
像
で
あ
る
が
、
左
足
の
膝
を
わ
ず
か
な
が
ら
右
足
に
よ
せ

て
い
る
。
右
手
を
肩
か
ら
か
け
た
薄
手
の
布
に
運
び
、
左
手
を
右
手
に
か
る
く
の
せ
る
．
肩
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

ら
胸
・
腹
・
腰
・
駿
へ
と
流
れ
る
よ
う
に
垂
れ
る
姦
は
、
透
け
て
裸
体
が
み
え
る
ほ
ど
薄
手
で

あ
る
。
若
干
官
能
的
で
あ
る
が
、
気
品
の
あ
る
彫
灘
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
お
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Σ

　
「
ゆ
あ
み
」
は
、
大
塚
楠
緒
子
の
短
編
小
説
『
湯
の
香
』
と
の
関
係
が
と
り
ざ
た
さ
れ
た
。

大
塚
楠
緒
子
は
、
詩
人
・
歌
人
・
小
説
家
で
、
夫
大
塚
保
治
が
漱
石
の
友
人
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

が
ら
、
晩
年
、
漱
石
の
影
響
を
受
け
た
。
竹
太
郎
は
、
欝
イ
ツ
帰
国
後
、
東
京
帝
国
大
学
文
科

の
美
学
者
大
塚
保
治
の
勝
手
と
な
む
．
親
交
し
た
。
竹
太
郎
は
、
大
塚
保
治
を
介
し
て
楠
緒
子

を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
、
竹
太
郎
は
、
楠
緒
子
の
短
編
小
説
集
『
晴
小
穂
』
の
表
紙
を

装
頼
し
た
、
『
湯
の
香
』
は
、
こ
の
な
か
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
話
の
筋
は
、

　
夏
の
闘
、
僻
書
保
湿
泉
に
滞
在
す
る
主
人
公
姫
は
、
美
人
で
名
家
の
令
嬢
で
あ
る
。
姫
は
、

侍
女
の
京
を
つ
れ
て
湯
元
へ
鐵
か
け
た
と
き
、
青
年
画
家
と
会
う
。
姫
は
、
京
に
羽
織
を
と
り

に
行
か
せ
、
そ
の
闘
青
年
と
話
す
。
青
年
は
、
温
泉
と
い
う
題
で
作
品
を
描
い
た
が
、
モ
デ
ル

に
麗
っ
て
い
る
と
言
う
．
姫
は
、
青
年
の
要
望
通
鯵
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
そ
し
て
京
が
、
羽
織

を
持
っ
て
急
い
で
戻
っ
た
と
き
、
す
で
に
青
年
の
姿
は
な
か
っ
た
。

　
文
中
の
「
綺
麗
な
形
の
少
女
が
裸
体
で
岩
蔭
で
湯
気
の
あ
が
る
温
泉
を
浴
ん
で
み
る
」
と
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
と

「
白
き
湯
気
に
身
を
纏
は
せ
な
が
ら
格
蘇
よ
く
岩
蔭
に
立
っ
た
」
と
か
あ
る
。
こ
う
し
た
文
章

は
、
竹
太
郎
の
「
ゆ
あ
み
」
を
想
像
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
『
湯
の
香
』
か
ら
の
連
想
以
外
に
も
、
「
ゆ
磨
み
」
と
い
う
標
題
は
、
西
洋
美
徳
の
伝

統
的
な
一
主
題
で
あ
っ
た
。
ゆ
あ
み
の
場
面
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
来
、
西
洋
の
彫
塑
や
絵
画
に

し
ば
し
ば
描
か
れ
た
。
「
ゆ
あ
み
」
の
制
作
は
、
竹
太
郎
の
遊
学
に
よ
る
西
洋
美
徳
講
究
の
成
果

の
ひ
と
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
『
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
は
、

　
　
希
臘
擬
古
の
手
法
に
饗
本
式
の
清
楚
な
観
音
の
よ
う
な
表
情
を
賭
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
ゆ

　
　
形
は
美
し
く
整
え
ら
れ
、
注
意
す
べ
き
作
と
思
わ
れ
る
．

と
あ
る
。
「
ゆ
あ
み
」
は
、
閣
治
政
府
に
買
上
げ
ら
れ
、
竹
太
郎
の
代
表
的
作
品
と
な
っ
た
。
竹

太
郎
は
、
数
々
の
軍
人
騎
馬
像
を
麟
作
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
近
代
彫
刻
史
で
は
「
ゆ

あ
み
」
を
代
表
作
と
し
て
、
こ
れ
し
か
載
ら
な
い
場
合
が
多
い
。

　
「
ゆ
あ
み
」
を
除
い
て
、
飽
の
作
品
が
あ
ま
鯵
注
目
さ
れ
な
い
理
由
は
、
竹
太
郎
の
彫
刻
家

と
し
て
の
履
歴
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
近
代
騒
本
彫
刻
史
を
色
ど
る
作
家
た
ち
は
、
玉
藻

美
術
学
校
彫
刻
科
の
出
身
者
で
あ
り
、
ま
た
東
京
美
術
学
校
木
彫
・
塑
造
の
教
官
や
そ
の
卒
業

生
ら
で
あ
っ
た
．
こ
の
点
、
竹
太
郎
の
経
歴
は
、
著
し
く
異
な
っ
た
。

　
竹
太
郎
は
、
元
来
陸
軍
士
官
を
志
し
て
、
唖
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
山
形
か
ら
上
京
し
、

士
官
候
補
生
試
験
に
失
敗
し
、
近
衛
騎
兵
大
隊
へ
入
営
し
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
七
年
（
一

八
九
霞
）
三
月
の
『
二
六
新
報
』
へ
異
材
顕
穣
録
　
彫
馬
一
刀
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
今
は
嬉
構
見
て
も
一
箇
の
好
兵
士
と
な
む
し
若
者
、
志
望
も
境
遇
も
、
全
く
美
術
的
感
念

　
　
と
隔
鞍
在
る
こ
と
、
千
里
も
奮
な
ら
ず
、
彫
刻
の
趣
味
風
韻
な
と
に
は
、
夢
に
も
交
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
し
が
ん

　
　
離
し
者
が
、
し
ほ
ら
し
ゃ
、
一
た
び
面
罵
の
霊
に
触
れ
て
、
転
瞬
の
闘
に
心
構
の
宇
宙
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
っ
き
き
う

　
　
転
覆
し
、
侮
処
よ
む
か
噴
湧
す
る
美
術
の
逸
興
に
酔
う
て
我
、
我
を
怠
る
る
時
其
時
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
そ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん

　
　
神
聖
な
る
美
の
天
女
は
、
忽
ち
彼
蒼
よ
鯵
来
降
し
玉
ひ
、
其
香
ぱ
し
き
温
か
き
活
き
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
く
と
つ

　
　
息
を
、
此
男
（
竹
太
郎
の
こ
と
）
の
身
に
吹
き
込
み
玉
ひ
ぬ
、
こ
の
一
刹
那
に
、
朴
訥
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

　
　
る
一
兵
卒
は
死
し
て
、
一
饒
の
美
術
家
と
生
れ
代
れ
り

　
こ
の
翼
ハ
材
顕
秘
録
」
で
は
、
竹
太
郎
の
彫
離
家
と
し
て
の
開
張
を
仏
具
麟
の
家
に
生
ま
れ

た
こ
と
と
結
び
つ
け
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
彫
刻
家
へ
の
転
身
を
夢
の
よ
う
な
驚
き
だ
、

と
述
べ
て
い
る
。

　
竹
太
郎
は
少
年
の
頃
、
地
元
の
仏
錘
か
ら
仏
像
彫
刻
を
学
ぶ
が
、
仏
緬
を
目
指
し
た
わ
け
で

な
い
．
む
し
ろ
生
計
の
た
め
に
商
務
に
勤
し
み
、
や
が
て
陸
軍
士
官
を
志
し
た
。
つ
ま
り
竹
太

郎
の
本
業
と
す
べ
き
志
気
が
、
い
わ
ゆ
る
彫
戴
家
の
履
歴
と
か
け
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
近

代
縫
本
影
劾
史
に
お
け
る
竹
太
郎
の
表
舞
台
に
登
場
し
に
く
い
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
登
場
し
に
く
い
理
由
と
し
て
、
竹
太
郎
の
お
か
れ
た
年
代
層
の
閤
題
が
あ
る
。

　
瞬
治
九
年
（
一
八
七
六
）
夏
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
輩
ジ
（
》
噂
農
§
霧
二
〇
。
蕊
あ
鱒
）
、
ラ
グ
ー
ザ

（
ダ
寄
讐
舞
レ
。
。
鋒
み
8
0
。
）
、
カ
ペ
レ
ッ
テ
ィ
（
O
b
碧
驚
房
猛
）
ら
は
来
貸
し
、
工
藻
美
術
学
校

の
教
緬
と
な
っ
た
。
彫
刻
学
科
を
担
当
し
た
ラ
グ
ー
ザ
は
、
「
草
花
ノ
彫
刻
、
造
家
学
二
矯
ユ
ル

動
物
彫
灘
、
肖
像
彫
灘
」
な
ど
を
教
え
た
。
ラ
グ
ー
ザ
に
よ
鯵
、
わ
が
国
へ
は
δ
め
て
彫
塑
が

移
植
さ
れ
た
。
油
土
に
よ
磨
る
実
物
写
生
や
モ
デ
リ
ン
グ
、
そ
し
て
石
膏
へ
の
移
し
は
彫
物
魎
、

根
付
麟
、
大
工
ら
の
木
彫
や
牙
彫
と
異
な
む
、
彫
刻
を
学
ぶ
も
の
に
と
っ
て
藤
期
的
な
技
術
と

み
え
た
の
で
磨
ろ
う
。
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東
京
大
学
医
学
部
教
官
玉
越
与
平
が
、
週
二
團
、
芸
屠
解
剖
学
を
講
義
し
た
の
も
、
写
実
を

重
捜
す
る
ラ
グ
ー
ザ
の
考
え
に
よ
っ
た
。
彫
劾
学
科
の
志
望
者
は
、
薩
学
科
と
比
べ
て
少
数
で

あ
っ
た
た
め
、
官
費
で
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ラ
グ
ー
ザ
の
指
導
を
受
け
た
人
物
に
大
熊
氏
広
、
藤
醗
文
蔵
、
佐
野
昭
ら
が
い
る
。
大
熊
氏

広
は
、
玉
藻
美
徳
学
校
創
立
と
と
も
に
入
学
し
、
学
術
優
秀
な
る
故
に
、
同
校
彫
劾
学
科
の
助

手
と
な
り
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
へ
遊
学
し
た
。
帰
国
後
、

彫
工
会
や
文
展
で
活
躍
す
る
が
、
代
表
作
に
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
「
大
村
益
次
郎

銅
像
」
、
明
治
三
十
六
年
の
「
有
栖
購
宮
銅
像
」
な
ど
が
あ
る
．
大
熊
や
、
ま
た
明
治
二
十
年

（一

ｪ
八
七
）
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
美
術
学
校
で
彫
刻
を
学
ん
で
帰
国
し
た
長
沼
守
敬
は
、
わ
が
国

の
彫
塑
史
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
．
工
部
美
術
学
校
は
、
窮
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
廃
止
さ

れ
た
が
、
ラ
グ
輩
ザ
の
門
弟
、
ま
た
長
沼
ら
は
、
明
治
二
十
二
年
に
結
成
さ
れ
た
明
治
美
術
会

の
彫
塑
部
へ
活
躍
の
場
を
移
し
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
二
十
二
年
に
雛
校
し
た
東
京
美
術
学
校
は
、
彫
刻
科
を
設
け
た
が
、
彫
塑
は
な
く
、
木

彫
の
み
で
あ
っ
た
、
指
導
し
た
の
は
竹
肉
久
一
、
高
村
光
雲
、
石
暁
光
萌
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、

高
村
光
雲
に
麟
事
し
た
米
原
雲
海
や
平
櫛
醗
申
ら
は
、
彫
塑
で
な
く
、
木
彫
麟
作
に
従
事
し
た
。

米
原
は
、
日
本
癒
有
の
木
彫
振
興
を
揚
げ
て
彫
劾
会
を
設
立
し
、
わ
が
国
の
伝
統
的
木
彫
技
術

を
標
榜
し
た
、
ま
た
平
櫛
も
、
伝
統
的
木
彫
を
顧
み
つ
つ
、
新
し
い
木
彫
の
方
陶
を
探
っ
た
。

　
木
彫
の
み
の
東
京
美
徳
学
校
彫
劾
科
に
、
塑
造
科
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
明
治
三
十
二
年
（
一

八
九
九
）
で
あ
っ
た
。
長
沼
守
敬
と
、
後
任
の
藤
田
文
蔵
が
指
導
に
あ
た
り
、
ラ
グ
ー
ザ
の
流

れ
を
受
け
継
い
だ
。
彫
刻
科
を
卒
業
し
た
武
石
弘
三
郎
、
高
村
光
太
郎
、
水
谷
鉄
也
ら
は
塑
像

鵠
作
に
進
み
、
西
欧
に
留
学
し
て
彫
刻
術
に
磨
を
か
け
た
。
と
り
わ
け
ロ
ダ
ン
に
饒
事
し
た
荻

原
守
衛
が
、
瞬
治
露
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
帰
国
し
、
ま
た
ロ
ダ
ン
に
傾
倒
し
た
高
村
光
太

郎
が
、
翌
鰹
十
二
年
に
帰
国
す
る
と
、
わ
が
国
の
彫
塑
界
は
活
気
づ
い
た
、
荻
原
守
衛
の
影
響

の
も
と
、
中
原
悌
二
郎
と
戸
張
彊
雁
は
彫
塑
へ
転
じ
、
か
つ
朝
倉
文
夫
や
悲
村
西
望
と
い
っ
た

彫
離
家
が
、
や
が
て
表
舞
台
に
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
、

　
竹
太
郎
は
、
工
部
美
術
学
校
の
流
れ
を
く
む
作
家
ら
の
縫
代
と
、
ロ
ダ
ン
の
影
響
の
も
と
．

華
々
し
く
台
頭
し
た
作
家
ら
と
の
申
聞
に
位
置
し
た
。
竹
太
郎
は
、
木
彫
と
塑
像
の
一
方
の
み

に
縛
ら
れ
ず
、
木
彫
も
塑
像
も
麟
作
し
た
。
し
か
し
木
彫
を
し
た
か
ら
と
い
え
、
わ
が
国
の
伝

統
主
義
を
瞬
守
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
塑
像
を
麟
作
し
た
か
ら
と
い
え
、
ロ
ダ
ン
の
作

風
に
邊
合
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
．
竹
太
郎
が
遊
学
し
て
学
ん
だ
も
の
は
、
幾
分
時
代
遅
れ
の

官
画
系
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
に
、
竹
太
郎
の
彫
刻
家
と
し
て
の
存

在
が
、
近
代
羅
本
彫
刻
史
に
お
い
て
希
薄
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

彫
魏
家
と
し
て
の
自
律
を
う
な
が
し
た

「
北
白
櫛
宮
能
久
親
王
銅
像
」

　
新
海
竹
太
郎
は
、
慶
応
獲
年
（
一
八
六
八
）
二
月
置
縫
、
出
影
青
十
経
町
に
生
ま
れ
た
。
隅

町
小
学
校
で
修
学
し
、
十
六
歳
の
と
き
、
地
元
の
綴
谷
塾
へ
入
っ
た
。
綴
谷
風
翁
と
そ
の
子
綴

谷
米
山
潜
、
医
業
の
か
た
わ
ら
、
町
内
の
子
供
ら
に
漢
学
を
教
え
る
塾
で
あ
っ
た
。
竹
太
郎
は
、

息
子
の
米
山
か
ら
漢
学
、
漢
画
、
詩
文
な
ど
を
学
ん
だ
。
父
の
嵐
翁
か
ら
直
接
教
え
ら
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
深
く
感
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
、
総
谷
米
山

が
他
界
し
た
た
め
に
．
繧
谷
塾
は
閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
。

　
瞬
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
、
竹
太
郎
は
既
述
の
よ
う
に
、
陸
軍
士
官
を
志
し
て
上
京
し
た
。

竹
太
郎
が
軍
人
を
志
し
た
の
は
、
継
谷
属
翁
の
影
響
に
よ
る
も
の
ら
し
い
。
嵐
翁
は
、
「
男
子
は

須
ら
く
軍
人
た
る
薄
し
」
と
常
に
奮
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ば
か
り
か
生
活
苦
の
竹
太
郎
自
身
、

士
富
に
な
れ
ば
生
計
が
安
定
し
、
か
つ
そ
の
月
給
で
親
を
養
い
え
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
上
京
し
た
竹
太
郎
は
、
小
学
校
の
補
助
教
員
を
し
た
鯵
、
筆
耕
な
ど
を
し
て
収
入
を
得
た
。

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
、
士
官
候
補
生
試
験
に
失
敗
し
、
属
年
十
二
月
に
籔
兵
適
齢
期
に

磨
た
り
、
近
衛
騎
兵
大
隊
へ
入
営
し
た
．

　
竹
太
郎
は
、
近
衛
騎
兵
時
代
に
彫
刻
を
開
眼
し
た
。
最
初
に
七
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小
さ
な
馬
を

2．籔海竹太郎　馬　木彫　総蟹年

彫
塑
し
、
獣
医
官
を
嘆
賞
さ
せ
た
．
そ
の
結
果
、
乗

馬
学
校
の
上
官
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ブ
繊

ン
ズ
製
の
馬
の
置
物
を
木
で
模
刻
す
る
羽
目
と
な
っ

た
。
で
き
上
が
っ
た
模
刻
の
馬
（
図
2
）
は
、
原
物

よ
り
優
れ
て
い
る
と
の
評
懸
を
仲
間
内
で
得
た
の
で

あ
る
。

　
そ
れ
ば
か
雑
か
下
士
集
会
所
の
看
守
の
任
に
あ
っ

た
竹
太
郎
は
、
局
所
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
謡
本
馬
体
解

剖
書
を
縄
然
見
つ
け
た
。
馬
の
写
真
や
解
凝
、
と
り

わ
け
馬
の
写
実
的
な
表
現
に
驚
い
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
そ
こ
で
竹
太
郎
は
、
写
真
や
絵
画
で
こ

れ
ほ
ど
真
に
迫
る
表
現
が
で
き
る
な
ら
、
彫
刻
と
い

う
立
体
表
現
を
と
っ
た
な
ら
ば
、
よ
む
活
気
的
で
迫

真
的
に
な
ろ
う
、
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　
竹
太
郎
の
木
彫
の
馬
は
、
隊
内
で
評
判
と
な
り
、

（
三
）
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や
が
て
大
隊
長
渋
谷
在
明
の
耳
へ
も
入
っ
た
。
た
だ
こ
の
木
彫
は
、
入
隊
中
で
な
く
、
除
隊
後

に
完
成
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
．
渋
谷
は
織
郷
人
で
あ
鯵
、
竹
太
郎
に
後
藤
貞
行
を
紹
介
し

た
．
稲
歌
山
禦
鐵
身
で
、
し
か
も
軍
人
か
ら
彫
離
家
と
な
っ
た
後
藤
貞
行
は
、
明
治
十
八
年
（
一

八
八
五
）
末
か
ら
、
農
務
局
畜
産
課
の
駒
場
農
学
校
に
勤
務
し
て
お
む
、
明
治
二
十
三
年
露
月

に
、
高
村
光
雲
の
推
薦
に
よ
鯵
東
京
美
徳
学
校
雇
教
官
と
な
っ
た
。
（
麟
託
を
解
か
れ
た
の
は
、

明
治
三
十
一
年
囲
月
で
あ
る
。
）

　
明
治
二
十
懸
年
（
一
八
九
一
）
、
満
顛
除
隊
と
な
っ
た
竹
太
郎
は
、
後
藤
貞
行
の
援
助
を
得
、

寝
食
を
共
に
し
た
。
後
藤
は
こ
の
頃
．
高
村
光
雲
を
主
任
と
し
て
山
田
鬼
斎
、
石
蟹
光
明
ら
の

彫
刻
家
と
と
も
に
「
楠
木
正
成
銅
像
」
の
原
型
を
麟
作
し
て
い
た
。
後
藤
の
担
当
し
た
の
は
、

楠
公
の
馬
で
あ
っ
た
。
竹
太
郎
は
、
鱗
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
よ
れ
ば
、
甲
冑
や
太
刀
を
つ
け
、
岡

倉
天
心
の
愛
馬
わ
か
く
さ
に
染
む
、
楠
公
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
な
ど
、
後
藤
の
助
手
と
し
て
協
力

し
た
と
あ
る
。

　
「
楠
木
正
成
銅
像
」
の
原
型
は
木
彫
で
、
瞬
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
完
成
し
、
ほ
ぼ

三
年
を
か
け
て
岡
蜷
雪
声
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
、
岡
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
七
月
、
建
築
家

　
　
と
や
つ
く
を
ハ

片
鐵
東
熊
設
計
の
台
座
に
置
か
れ
完
成
し
た
。
竹
太
郎
は
後
藤
に
協
力
す
る
か
た
わ
ら
、
か
つ

て
ブ
資
ン
ズ
製
馬
の
置
物
を
模
刻
し
た
木
彫
と
講
じ
も
の
を
麓
作
す
る
よ
う
、
近
衛
緬
掻
長
か

ら
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
機
縁
に
、
竹
太
鄭
は
、
近
衛
舗
園
長
小
松
宮
彰
仁
親
王
夫
妻
騎
馬
像

を
制
作
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
騎
馬
像
は
木
彫
で
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
秩
に
完
成

し
、
現
在
、
彰
仁
親
王
像
の
み
靖
国
神
社
遊
就
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
彰
仁
親
王
騎
馬
像
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
稼
高
お
よ
そ
霞
メ
ー
卦
ル
の
楠
公
像
を
騒
々
観
察

し
、
か
つ
後
藤
に
協
力
し
た
体
験
は
、
竹
太
郎
が
、
大
型
騎
馬
像
を
自
ら
麟
作
す
る
さ
い
に
生

か
さ
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
の
北
自
郷
宮
能
久
緯
王
銅
像
一
原
型
は

木
彫
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
竹
太
郎
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
代
表
作
で
あ
る
ば
か
む
か
、
彫
藁
家

と
し
て
自
律
を
促
し
た
作
品
で
も
あ
っ
た
。
竹
太
郎
自
身
、

　
　
こ
の
銅
像
は
自
分
に
と
っ
て
は
大
い
に
記
念
す
薄
き
も
の
で
、
貧
弱
な
が
ら
彫
塑
家
と
し

　
　
て
今
縫
あ
る
は
全
く
こ
の
銅
像
の
お
蔭
で
あ
る
．
其
れ
以
前
に
作
っ
た
も
の
は
素
人
織
工

　
　
　
　
　
　
ゑ

　
　
に
過
ぎ
な
い
。

と
発
言
し
て
い
る
．

　
能
久
親
王
は
、
伏
見
宮
邦
家
親
王
の
第
九
王
子
と
し
て
、
弘
化
露
年
（
一
八
露
七
）
二
月
に

生
ま
れ
、
嘉
永
元
年
（
一
八
懸
八
）
仁
孝
天
皇
の
養
子
と
な
り
、
青
蓮
院
門
室
を
相
続
し
た
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
一
月
江
戸
へ
鐵
、
輪
王
寺
に
入
っ
た
。
戊
辰
戦
争
に
あ
っ
て
は
、

彰
義
隊
や
奥
羽
越
列
藩
購
盟
を
擁
護
し
て
官
軍
と
鱈
縛
し
た
た
め
、
降
伏
後
、
京
都
へ
護
送
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麟
）

れ
て
謹
槙
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
宥
免
さ
れ
た
あ
と
、
競
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
騨
イ
ツ
へ
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
び
も
ん

学
し
、
七
年
間
プ
ロ
シ
ア
陸
軍
大
学
校
で
学
ん
だ
。
帰
国
後
、
陸
軍
に
籍
を
お
い
て
累
進
し
、

各
麟
懸
長
を
つ
と
め
、
羅
溝
戦
争
に
あ
っ
て
は
、
近
衛
錘
懸
長
と
し
て
鐵
征
し
た
、
明
治
二
十

八
年
（
一
八
九
五
）
、
縫
清
戦
争
は
終
結
し
た
も
の
の
、
台
湾
は
依
然
と
し
て
不
安
定
で
、
能
久

親
王
は
属
地
鎮
定
の
た
め
赴
い
た
が
、
台
南
で
マ
ラ
縫
ア
に
よ
む
病
死
し
た
。

　
竹
太
郎
は
、
弩
清
戦
争
の
さ
い
、
予
備
役
と
し
て
明
治
二
十
七
年
十
二
月
に
応
召
し
、
近
衛

騎
兵
大
隊
へ
入
っ
た
。
中
国
大
陸
か
ら
台
湾
へ
渡
っ
た
竹
太
郎
は
、
緬
団
長
能
久
親
王
の
醒
下

で
あ
っ
た
、

　
竹
太
郎
は
、
「
美
術
幾
評
家
と
し
て
の
森
（
鴎
外
）
さ
ん
」
の
な
か
で
、
兵
士
の
水
筒
と
し
て

使
う
羅
子
の
殻
に
、
能
久
親
王
自
筆
の
「
伴
戦
扶
労
」
と
い
う
文
字
を
彫
る
よ
う
俵
頼
さ
れ
た
、

　
　
釜

と
い
う
。

　
竹
太
郎
が
、
「
北
臼
僻
宮
能
久
親
王
銅
像
」
を
依
頼
さ
れ
た
の
も
、
台
湾
征
討
で
の
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
新
海
竹
太
郎
伝
』
に
よ
れ
ば
、

　
　
在
隊
中
か
ら
知
遇
を
受
け
て
い
た
渋
谷
在
明
、
海
村
秀
一
ら
の
諸
将
校
の
推
挙
も
力
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
ぜ
ッ

　
　
た
で
あ
ろ
う
。

と
し
て
い
る
。
河
村
秀
一
は
、
台
湾
簸
討
に
大
尉
参
謀
と
し
て
行
き
、
か
つ
竹
太
郎
と
講
じ
頃
、

ド
イ
ツ
へ
留
学
し
、
竹
太
郎
へ
金
銭
的
援
勘
を
し
た
軍
人
で
あ
っ
た
。

　
竹
太
郎
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
に
籠
久
親
王
銅
像
を
委
託
さ
れ
、
翌
三
十

年
そ
の
木
彫
雛
形
を
完
成
し
、
瞬
年
（
一
八
九
七
）
九
月
の
東
京
彫
工
会
第
十
二
醸
彫
刻
競
技

会
に
鐵
贔
し
、
銀
賞
を
獲
得
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
『
美
術
評
論
極
で
は
、
厳
し

く
幾
纒
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
挽
轡
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
馬
と
馬
上
人
物
と
の
比
鰐
が
悪
く
、

か
つ
馬
と
の
一
体
感
が
な
い
ば
か
り
か
．
品
位
に
欠
け
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
竹
太
郎
は
、
再
度
明
治
三
十
年
七
月
に
着
手
し
た
木
造
原
形
に
手
を
纐
え
、
明
治
三

十
二
年
（
｝
八
九
九
）
七
月
に
完
成
さ
せ
、
欝
本
体
育
会
庭
内
に
て
公
開
し
た
．
そ
の
後
鋳
造

さ
れ
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
ブ
ロ
ン
ズ
と
な
鯵
、
さ
ら
に
片
山
東
熊
と
足
立
鳩
吉

に
よ
る
台
座
も
撫
わ
む
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
二
）
一
月
、
近
衛
連
隊
営
門
前
に
設
置
さ

れ
て
、
除
幕
式
を
む
か
え
た
。
能
久
親
王
銅
像
は
、
竹
太
郎
の
愚
憧
作
と
な
り
、
現
在
、
東
京

国
立
近
代
美
徳
工
芸
館
に
見
ら
れ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
籠
久
親
王
銅
像
は
、
馬
の
右
前
脚
を
折
鯵
曲
げ
、
幾
分
盛
ら
れ
た
地
面
に
接
す
。
左
前
脚
は
、

深
く
新
修
曲
げ
て
地
上
か
ら
離
す
。
馬
の
重
心
は
、
後
脚
に
て
支
え
る
。
馬
上
の
能
久
親
王
は
、

右
手
に
双
眼
鏡
を
持
っ
て
う
し
ろ
に
た
ら
し
、
左
手
で
手
綱
を
に
ぎ
っ
て
馬
を
離
郷
し
、
身
体

を
若
干
う
し
ろ
に
反
ら
す
。
馬
の
躍
動
す
る
一
瞬
を
と
ら
え
た
銅
像
で
磨
る
。
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ベ
ル
リ
ン
遊
学

　
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
、
パ
婆
万
国
博
覧
会
が
闘
催
さ
れ
る
に
あ
た
む
、
萌
治
政
府
は
、

わ
が
国
の
伝
統
的
古
美
徳
の
み
な
ら
ず
、
現
代
の
美
術
作
品
も
畠
吊
し
た
。
多
く
の
美
徳
家
は
、

こ
の
博
覧
会
を
機
会
に
渡
仏
し
た
、
竹
太
郎
も
こ
れ
に
乗
じ
、
彫
工
会
の
代
表
者
と
し
て
、
北

村
醤
海
、
海
野
美
盛
ら
と
パ
リ
へ
向
つ
た
。
浅
井
忠
は
、
文
部
省
か
ら
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
命
ぜ

ら
れ
、
洋
画
砺
究
の
目
的
で
明
治
三
十
三
年
二
月
、
神
戸
を
立
っ
た
。
竹
太
郎
は
、
パ
リ
で
、

浅
井
の
下
宿
を
訪
ね
て
い
る
。

　
パ
鱗
万
国
博
で
は
、
ロ
ダ
ン
の
特
麗
展
覧
会
が
催
さ
れ
、
竹
太
郎
も
興
味
を
も
っ
て
見
学
し

た
。
興
味
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
を
見
た
竹
太
郎
は
、
「
変
な
彫
刻
」
だ
と
思
い
、

「
然
し
そ
の
う
ち
で
感
じ
た
の
は
、
カ
レ
ー
の
毒
民
の
う
ち
で
鍵
を
持
っ
て
い
る
人
物
で
あ
っ

　
　

た
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
変
な
彫
灘
」
だ
と
思
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
の
竹
太
郎
が
、
西
洋
彫
刻
を

ギ
婆
シ
ア
彫
刻
を
中
心
と
し
た
懐
古
主
義
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
竹
太
郎
は
、
そ
の
後
、

ベ
ル
リ
ン
で
も
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
に
接
し
、
や
が
て
ロ
ダ
ン
の
作
風
を
理
解
し
た
よ
う
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
「
初
め
変
だ
と
思
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
に
ロ
ダ
ン
の
衝
値
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
」

れ
る
．
と
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
、
『
中
央
美
術
』
に
記
載
さ
れ
た
「
士
官
候
補
試
験
に
失
策
っ
て
」

に
よ
る
と
、
パ
琴
の
竹
太
郎
は
、
食
事
、
酒
、
芝
居
な
ど
に
鐵
費
が
か
さ
み
、
ド
イ
ツ
へ
留
学

し
て
い
た
友
人
か
ら
、
ビ
イ
ツ
で
は
「
余
程
安
く
生
活
が
鐵
来
る
よ
う
で
も
あ
鯵
、
又
醗
究
の

便
宜
も
あ
る
様
」
だ
、
と
知
ら
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
明
治
三
士
二
年
六
月
末
に
パ
リ
を
立
ち
、

ベ
ル
リ
ン
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
9
本
陸
軍
の
軍
人
が
、
ベ
ル
》
ン
に
か
な
鯵
お
鯵
、
か
つ

て
軍
籍
を
お
い
た
竹
太
郎
に
と
っ
て
、
ベ
ル
号
ン
は
パ
リ
よ
鯵
暮
ら
し
や
す
い
蔀
市
で
磨
っ
た
、

と
思
わ
れ
る
。

　
竹
太
郎
は
、
ベ
ル
婆
ン
駐
在
武
官
松
擁
敏
織
の
紹
介
で
、
瞬
治
三
十
三
年
八
月
末
、
エ
ル
ン

ス
ト
・
ヘ
ル
テ
ル
（
鬱
鬱
萄
駿
げ
驚
ゆ
糞
糞
蕊
駆
や
這
箋
）
を
訪
ね
、
彫
躍
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
．
当
時
、

ヘ
ル
テ
ル
は
、
ベ
ル
リ
ン
美
術
学
校
の
彫
塑
部
主
任
教
授
で
あ
っ
た
、

　
ヘ
ル
テ
ル
は
、
一
八
露
六
年
ベ
ル
縫
ン
で
生
ま
れ
、
認
地
の
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
学

し
、
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
あ
と
、
彫
刻
醗
究
の
た
め
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
へ
遊

学
し
た
．
帰
国
後
、
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
と
な
り
、
一
八
九
五
年
、
美
術
学
校
の
彫
塑
部
長
と
な
っ

た
。

　
ヘ
ル
テ
ル
は
、
十
九
糧
紀
後
半
か
ら
二
十
鍵
紀
初
頭
に
か
け
て
登
場
し
た
ネ
オ
．
バ
ロ
ッ
ク

様
式
追
究
の
官
学
灘
彫
刻
家
で
あ
っ
た
。
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
は
、
冷
た
く
平
滑
な
形
態
か
ら
な

る
新
古
典
主
義
美
徳
の
反
動
と
し
て
起
こ
っ
た
様
式
で
磨
る
・
し
か
し
、
ヘ
ル
テ
ル
の
よ
う
に
、

古
典
様
式
に
準
拠
し
つ
つ
、
新
し
い
バ
ロ
ッ
ク
的
様
式
を
癩
賺
し
よ
う
と
す
る
作
家
も
か
な
む

い
た
。

　
ベ
ル
醤
ン
の
ヴ
ィ
ク
》
琴
ア
公
園
の
濾
に
「
珍
し
き
漁
獲
」
（
合
舞
白
峰
簿
讐
¢
糠
磐
駿
）
と
い
う
ヘ

ル
テ
ル
の
彫
刻
が
あ
る
。
漁
緬
が
、
人
魚
を
捕
獲
し
た
姿
を
と
ら
え
る
。
漁
麟
や
人
魚
の
身
体

の
比
綱
は
、
古
典
的
規
籔
に
よ
鯵
つ
く
ら
れ
る
が
、
両
方
の
姿
態
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
る
。

人
魚
は
自
ら
の
身
体
を
ね
じ
む
、
か
つ
漁
麟
と
複
雑
に
か
ら
み
あ
う
。
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
作
品

と
い
う
に
相
応
し
い
。

　
筆
者
は
ベ
ル
婆
ン
滞
留
中
、
ベ
ル
婆
ン
美
衛
学
校
の
資
料
が
、
ブ
ン
デ
ス
ア
レ
ー
の
美
徳
古

文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。
す
ぐ
漏
文
書
館
を
訪
れ
、
一
九
〇
〇
年
前
後
の
学

生
名
簿
を
調
査
し
た
。
し
か
し
、
竹
太
郎
の
名
前
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
竹
太

郎
は
、
美
術
学
校
の
正
規
の
学
生
で
な
く
、
外
国
人
醗
究
生
か
、
ヘ
ル
テ
ル
の
鰯
人
的
弟
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
ゑ

ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
、
と
わ
か
る
。
後
者
の
可
能
性
が
高
い
．

　
竹
太
郎
自
身
は
、
ヘ
ル
テ
ル
の
工
房
で
仕
事
を
し
な
撃
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
醗
究
生
と
い
う
の
は
僕
の
外
に
、
美
徳
学
校
の
醗
究
科
の
学
生
が
二
人
ず
つ
、
二
週
間
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　

　
　
三
週
間
毎
に
交
代
し
て
、
甥
々
の
学
生
が
大
作
の
実
地
醗
究
に
来
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
竹
太
郎
が
、
自
ら
を
「
醗
究
生
」
と
い
う
の
は
、
美
徳
学
校
醗
究
科
の
学
生
と
い
う
意
味
で

な
く
、
ヘ
ル
テ
ル
の
鰯
人
的
醗
究
生
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
竹
太
郎
の
学
習
は
、
主
に
ヘ
ル

テ
ル
の
ア
ト
リ
エ
で
お
こ
な
わ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
ル
テ
ル
の
ア
｝
琴
工
は
、
当
時
、

ベ
ル
縫
ン
新
市
衡
の
ウ
ー
ラ
ン
｝
通
り
に
あ
っ
た
。
竹
太
郎
は
、
ベ
ル
移
ン
到
着
後
、
ハ
レ
シ
ェ

通
鯵
に
住
む
が
、
す
ぐ
に
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
ク
の
ゲ
肇
テ
透
絵
へ
移
っ
た
。
こ
れ
は
、
ヘ

ル
テ
ル
の
ア
ト
リ
エ
が
透
く
訪
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
竹
太
郎
は
、
ヘ
ル
テ
ル
に
月
謝
を
払
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
か
わ
り
、
§
本
か
ら
『
曉

斎
面
談
』
や
花
鳥
画
譜
を
取
む
よ
せ
、
麟
に
贈
っ
て
嬉
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
竹
太
郎
は
、

ヘ
ル
テ
ル
の
誕
生
9
や
夜
会
に
招
か
れ
た
か
ら
、
面
人
は
か
な
鰺
親
し
い
錘
弟
関
係
に
あ
っ
た

と
い
え
る
。

　
竹
太
郎
は
、
ヘ
ル
テ
ル
か
ら
レ
リ
ー
フ
の
概
念
や
技
法
を
学
ん
だ
。
ま
た
等
身
大
以
上
の
彫

劾
、
つ
ま
鯵
大
作
の
麟
作
技
法
や
構
成
、
さ
ら
に
彫
劾
と
環
境
の
関
係
を
習
得
し
た
こ
と
は
、

ヘ
ル
テ
ル
学
習
下
の
大
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
レ
リ
ー
フ
に
関
し
て
は
、
帰
国
後
の
太
平

洋
画
会
第
一
國
展
覧
会
に
鐵
吊
し
た
「
少
女
」
ら
数
点
の
作
品
に
、
そ
の
成
果
が
み
ら
れ
る
。

大
作
の
麟
作
技
法
に
関
し
て
は
、
帰
国
後
の
数
々
の
騎
馬
像
に
、
成
果
の
毒
と
を
偲
ぶ
こ
と
が

（
五
）
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で
き
る
。

　
竹
太
郎
の
ベ
ル
饗
ン
で
の
生
活
は
、
質
素
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
苦
に
あ
え

い
だ
。
竹
太
郎
が
、
帰
国
を
突
然
決
定
す
る
の
も
、
金
銭
上
の
開
題
で
あ
っ
た
、
『
新
海
竹
太
郎

伝
』
に
よ
れ
ば
、
瞬
治
三
十
聾
年
十
一
月
七
絶
「
都
合
上
急
に
帰
朝
に
決
す
、
岡
霧
海
村
少
佐

に
は
か
る
」
と
あ
る
、

　
河
村
少
佐
は
、
か
つ
て
竹
太
郎
の
上
富
で
あ
っ
た
。
河
村
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
竹
太
郎
は
帰

国
に
さ
い
し
、
汽
飴
賃
の
ほ
か
に
一
文
も
な
い
、
そ
こ
で
最
小
限
度
の
小
遣
を
与
え
た
と
い
う
。

し
か
し
竹
太
郎
は
そ
の
金
銭
で
彫
刻
購
小
道
具
を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

　
竹
太
郎
は
、
帰
国
の
途
次
、
イ
タ
鱗
ア
を
巡
幌
し
た
が
っ
た
が
、
金
銭
上
断
念
し
、
瞬
治
三

十
露
年
（
一
九
〇
一
）
十
一
月
十
懸
口
に
ベ
ル
穫
ン
を
墨
発
し
た
。
十
七
欝
に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル

ペ
ン
を
立
ち
、
二
十
二
欝
に
ロ
ン
9
ン
を
出
航
し
、
翌
年
（
一
九
〇
二
）
の
一
月
十
五
欝
横
浜

へ
着
い
た
。

　
竹
太
郎
は
、
由
形
の
新
海
義
蔵
へ
一
九
〇
一
年
十
二
月
三
十
嚢
に
羅
ン
騨
ン
よ
む
手
紙
を
書

い
た
。
手
紙
に
「
十
二
月
十
八
欝
当
港
着
、
醗
廿
二
騒
鐵
麟
」
と
薦
む
、
ロ
ン
ド
ン
に
五
段
間

滞
在
し
た
と
わ
か
る
．
霧
に
は
閉
口
し
た
よ
う
だ
が
、
美
徳
館
を
見
学
し
、
ネ
ル
ソ
ン
提
督
記

念
柱
を
見
た
．
こ
の
ネ
ル
ソ
ン
像
と
対
比
す
べ
く
麟
作
さ
れ
た
の
が
、
有
栖
鰻
宮
威
仁
親
王
銅

像
で
あ
っ
た
。

有
栖
瑚
宮
威
仁
親
王
銅
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
ひ
と

　
威
仁
親
王
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
月
、
有
栖
辮
宮
織
仁
親
王
の
第
醤
王
子
と
し
て

生
ま
れ
た
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
海
軍
兵
学
校
予
科
卒
業
後
、
一
年
あ
ま
駐
英
艦
に
乗

り
、
瞬
治
十
霞
年
（
一
八
八
一
）
グ
穆
ニ
ッ
チ
海
軍
大
学
へ
留
学
、
二
年
あ
ま
む
し
て
帰
国
、

の
ち
経
本
海
軍
の
基
礎
確
立
に
力
を
注
い
だ
。
瞬
治
三
十
七
年
六
月
海
軍
大
将
、
大
豆
二
年
（
一

九
二
二
）
七
月
、
五
十
二
歳
で
死
去
し
、
冗
雑
府
に
則
せ
ら
れ
た
．

　
威
仁
親
王
没
後
、
銅
像
建
設
の
気
運
が
お
こ
む
、
東
郷
平
八
郎
を
代
表
と
し
て
、
建
設
計
画

が
進
め
ら
れ
た
。
依
頼
さ
れ
た
の
は
、
北
白
燐
宮
能
久
緩
王
鋸
像
を
す
で
に
舗
偉
し
、
軍
関
係

者
に
好
評
の
新
海
竹
太
郎
で
あ
っ
た
。

　
竹
太
郎
は
、
帰
国
の
さ
い
に
見
た
ネ
ル
ソ
ン
提
督
像
を
考
慮
し
つ
つ
、
ま
ず
威
仁
親
王
雛
型

を
麟
作
し
た
．
親
王
は
、
海
軍
盛
装
姿
で
、
右
手
を
腰
に
磨
て
、
左
手
で
長
剣
を
握
っ
て
杖
と

す
る
。
身
体
を
若
干
左
麗
に
傾
け
、
左
足
を
支
柱
と
す
る
。
雛
型
は
、
高
さ
六
八
・
○
セ
ン
チ
、

塑
像
で
作
成
さ
れ
、
石
膏
ど
駐
さ
れ
、
の
ち
ブ
ロ
ン
ズ
像
（
図
3
、
婆
）
と
さ
れ
た
。
雛
型
は
、

大
正
九
年
春
頃
に
は
、
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
現
在
、
天
鏡
閣
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ど

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
竹
太
郎
が
明
治
三
十
八
年
に
書
い
た
「
彫
刻
の
大
作
法
に
つ
い
て
」
に
照

ら
し
て
み
る
と
、
第
二
「
補
跡
型
フ
ウ
ェ
ル
フ
ス
モ
デ
ル
」
に
、
ま
た
本
雛
型
に
該
当
す
る
の

で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
竹
太
郎
は
、
本
雛
型
よ
鯵
醗
メ
ー
ト
ル
弱
の
威
仁
親
王
原
型
を
つ
く
っ
た
．
題
作
方

法
は
、
雛
型
と
原
型
と
の
閥
に
あ
る
一
定
の
題
離
を
と
り
、
識
者
（
雛
型
と
原
型
）
の
中
、
魯
を

講
一
の
水
平
線
上
に
お
き
、
一
方
の
雛
型
か
ら
シ
ュ
ル
ヒ
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
（
も
。
ε
誘
夢
9
轟
冨
一
）

を
利
照
し
て
、
原
型
骨
縄
を
と
ら
え
た
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
方
法
は
、
お
そ
ら
く
ヘ
ル
テ
ル

の
も
と
で
学
び
、
そ
の
写
図
器
も
ぎ
イ
ツ
遊
学
中
に
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
原
型
は
、
粘
土

か
石
膏
の
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
、
と
想
像
で
き
る
。
竹
太
郎
は
、
「
彫
刻
の
大
作
法
に
つ
い
て
」

で
、　

　
原
型
を
作
る
方
法
で
あ
鞍
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
き
な
も
の
を
結
土
で
作
っ
て
、
石
膏
の
壊

　
　
し
型
に
取
る
と
い
う
こ
と
は
余
程
壌
難
で
も
あ
り
、
又
軟
き
土
で
大
き
な
も
の
を
紐
立
て

　
　
る
と
い
う
こ
と
も
容
易
な
こ
と
で
は
あ
鯵
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
す
か
ら
そ
れ
は
直
接
に
石
膏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　

　
　
で
作
る
こ
と
に
な
っ
て
お
む
ま
す
。

と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
威
仁
親
王
原
型
は
、
石
膏
像
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
う

　
竹
太
郎
麟
作
の
原
型
は
、
海
軍
造
兵
廠
で
鋳
造
さ
れ
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
十
二
月
二

十
醤
β
落
成
し
た
。
有
栖
爆
宮
威
仁
親
王
銅
像
は
、
巨
石
か
ら
つ
く
ら
れ
た
十
五
メ
ー
詳
ル
ほ

ど
の
円
柱
に
の
廿
ら
れ
、
東
京
築
地
の
海
軍
参
考
館
蔚
に
置
か
れ
た
、
基
壇
は
装
餓
さ
れ
、
基

壇
な
ら
び
に
全
体
の
設
計
は
、
轡
東
忠
太
に
よ
っ
た
。

　
大
盃
十
二
年
（
一
九
二
三
）
、
関
東
大
震
災
の
と
き
、
海
軍
参
考
館
は
倒
壊
し
た
も
の
の
、
威

仁
親
王
銅
像
は
離
れ
ず
に
残
む
、
戦
後
に
至
っ
た
。
こ
の
銅
像
が
、
猪
苗
代
町
の
天
鏡
閣
に
移

設
再
建
さ
れ
た
の
は
．
昭
報
五
十
九
年
七
月
で
あ
る
。
有
極
燐
宮
の
祭
範
を
継
承
し
た
高
松
宮

宣
仁
親
王
の
発
案
に
よ
る
。

　
天
鏡
閣
は
、
威
仁
親
王
の
溺
邸
で
あ
る
。
明
治
醤
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
夏
に
竣
工
し
、
翌

年
、
東
宮
（
大
正
天
皇
）
東
北
巡
遊
の
さ
い
、
李
臼
の
旬
「
明
湖
落
天
鏡
し
を
参
照
し
て
、
天

鏡
閣
と
命
名
さ
れ
た
、

　
天
鏡
開
は
、
木
造
二
隣
建
て
（
一
蔀
三
贈
）
、
建
築
面
積
囲
九
一
・
九
平
方
米
、
典
雅
な
ル
ネ

サ
ン
ス
式
洋
風
建
築
で
あ
る
．
南
面
の
中
央
に
八
稜
形
状
に
突
饑
し
た
入
口
を
、
二
階
に
バ
ル

コ
ニ
書
を
設
け
、
上
部
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト
中
央
に
、
有
極
燐
宮
家
紋
章
を
唐
草
で
簸
る
．
そ
の
西

寄
り
に
翼
部
を
も
つ
。
西
面
に
玄
関
潔
ー
チ
、
東
に
マ
ン
サ
ー
ド
屋
根
（
上
部
が
ゆ
る
や
か
な

勾
配
で
、
下
薬
が
急
勾
醍
の
屋
根
）
、
北
麗
に
越
屋
根
付
の
魔
房
を
お
く
。
平
面
は
、
コ
の
字
形
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プ
ラ
ン
で
あ
る
。

　
玄
関
を
入
る
と
、
建
物
内
は
中
央
廊
下
で
仕
切
ら
れ
、
南
綴
に
主
要
室
を
、
北
灘
に
付
属
小

室
を
配
す
。
一
階
は
、
玄
関
よ
鯵
食
堂
、
審
問
、
撞
球
室
を
南
麗
に
、
二
階
は
、
西
客
室
、
居

間
、
書
斎
、
寝
室
を
南
麗
に
配
し
て
い
る
。

　
外
装
は
、
一
、
二
贈
の
境
に
購
蛇
腹
を
つ
け
、
一
、
二
贈
の
窓
は
、
桟
を
井
桁
割
鯵
に
し
た

上
下
麗
開
窓
で
あ
る
。
軒
下
に
は
、
コ
ン
ソ
ー
ル
（
8
器
〇
一
驚
渦
巻
形
持
送
鯵
）
を
配
し
て
、

軒
蛇
腹
を
廻
ら
す
、

　
新
海
竹
太
郎
は
、
北
自
鰯
宮
能
久
親
王
銅
像
を
完
成
し
た
こ
ろ
か
ら
、
自
ら
を
彫
刻
家
と
自

覚
し
た
。
ベ
ル
酵
ン
か
ら
帰
国
す
る
と
、
太
平
洋
画
会
で
作
品
を
発
表
し
、
か
つ
講
画
会
醗
究

所
撃
、
谷
中
に
設
立
さ
れ
る
と
、
美
術
講
話
に
も
精
進
し
た
．
講
話
ば
か
弩
か
、
醗
究
所
に
彫

刻
部
炉
新
設
さ
れ
る
と
、
彫
灘
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
。
北
材
饅
海
と
と
も
に
教
育
に
あ
た
む
、
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掘
進
二
、
戸
張
瓠
雁
、
中
原
悌

二
郎
ら
を
育
て
た
．
明
治
霞
○

年
秋
の
第
一
睡
文
展
第
三
部
（
彫

塑
）
に
お
い
て
、
審
査
委
員
は

木
彫
家
、
塑
像
家
、
学
識
経
験

者
な
ど
、
広
く
均
衡
を
と
っ
て

選
鐵
さ
れ
、
竹
太
郎
も
委
員
の

ひ
と
む
と
な
っ
た
。
大
死
六
年

（一

繹
齊
ｵ
）
に
は
、
帝
室
技

芸
員
と
な
鯵
、
大
正
難
の
彫
刻

界
を
担
う
人
物
と
な
っ
た
。

　
大
正
時
代
の
竹
太
郎
は
、
大

正
五
年
に
福
島
安
正
大
将
騎
馬

像
、
大
正
七
年
に
大
虚
巌
元
麟

騎
馬
像
を
麟
作
し
た
。
こ
う
し

た
軍
人
騎
馬
像
は
、
竹
太
郎
の

得
意
と
し
た
従
来
の
主
題
延
長

上
に
あ
っ
た
作
品
だ
が
、
竹
太

郎
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
新
た
な

造
形
作
品
を
手
掛
け
た
。
そ
れ

は
、
現
代
社
会
に
生
活
す
る
人
々
の
造
形
表
現
で
あ
り
、
自
ら
の
彫
刻
対
象
の
騙
を
広
げ
た
と

い
え
よ
う
。
竹
太
郎
は
、
こ
の
新
試
作
を
明
治
囲
十
五
年
の
『
書
画
骨
董
雑
誌
』
で
、
「
浮
糧
彫

塑
」
と
言
っ
た
。
「
浮
鐙
彫
刻
」
は
、
義
太
夫
を
聴
か
せ
る
男
、
散
歩
す
る
子
連
れ
夫
婦
、
荷
車

を
ひ
く
夫
婦
、
相
合
い
傘
の
男
女
な
ど
を
造
形
表
現
し
て
い
る
．

　
有
栖
餅
宮
威
仁
親
王
銅
像
は
、
竹
太
郎
が
「
浮
選
彫
刻
」
に
目
覚
め
た
以
降
の
作
品
で
あ
る
。

し
か
し
威
仁
親
王
銅
像
は
、
「
浮
毯
彫
刻
」
と
か
な
鯵
異
な
る
。
「
洋
盤
彫
刻
」
は
、
経
常
の
瞬

間
的
場
面
を
す
ば
や
く
と
ら
え
て
麟
作
し
た
印
象
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
、
威
仁
親

王
銅
像
は
、
屠
意
周
到
、
計
算
つ
く
さ
れ
た
作
贔
で
あ
る
。
竹
太
郎
の
真
骨
頂
と
も
い
え
る
騎

馬
像
の
流
れ
を
く
む
記
念
碑
的
彫
塑
で
あ
っ
た
。
大
正
十
年
、
落
成
さ
れ
た
有
栖
辮
宮
威
仁
親

王
銅
像
は
、
現
在
、
台
座
が
新
造
さ
れ
て
天
鏡
開
北
灘
に
立
つ
。
そ
の
ブ
ロ
ン
ズ
雛
型
は
、
天

鏡
閣
二
躇
の
書
斎
に
陳
列
さ
れ
る
。
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註

「
湯
の
香
」
は
、
霧
治
三
十
八
年
十
一
月
発
行
の
冊
女
鑑
無
に
発
表
さ
れ
た
．

新
海
竹
蔵
撰
碗
新
海
竹
太
郎
伝
無
（
昭
穣
五
十
六
年
・
葬
売
品
）
　
六
二
ぺ
事
ジ
。

『
二
六
新
報
温
（
明
治
二
十
七
年
三
月
十
八
舞
）
。

註
2
前
掲
書
　
三
九
ぺ
峯
ジ
。

大
正
十
一
年
八
羅
『
霧
小
説
篇
九
月
臨
時
堪
鷺
に
「
美
術
携
評
家
と
し
の
森
さ
ん
」
鑓
載
、
『
新
海
瞥

太
郎
伝
輪
に
壱
採
録
（
二
一
一
ぺ
蓄
ジ
）
さ
れ
る
、

註
2
蔚
掲
書
三
九
ペ
ー
ジ
、

『
新
海
磐
大
郎
伝
篇
（
麟
六
ぺ
妻
ジ
）
に
よ
れ
ば
、
右
前
脚
を
隆
起
し
た
地
盤
に
つ
か
量
た
の
は
、
地

震
大
鳳
等
の
災
禍
を
考
慮
し
た
た
め
と
あ
る
。

註
2
前
掲
書
　
団
七
ペ
ー
ジ
。

磯
嬉
康
彦
「
ベ
ル
リ
ン
の
新
海
瞥
太
郎
」
、
『
由
形
霧
隠
輪
夕
刊
、
｝
九
九
六
年
十
一
月
十
八
騒
と
十
九

欝
。註

2
蔚
掲
書
　
二
〇
二
ぺ
蓄
ジ
。

明
治
三
十
八
年
霞
月
『
日
本
美
徳
無
籍
七
十
五
号
に
記
載
、
『
新
海
竹
太
郎
伝
温
に
も
採
録
（
一
五
六

ぺ
蓄
ジ
）
さ
れ
る
の

註
2
前
掲
書
　
一
六
〇
ペ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
い
そ
ざ
き
　
や
す
ひ
こ
　
福
島
大
学
文
学
・
芸
術
学
系
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
七
年
九
月
三
十
g
受
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
七
）


